
日
野
浩
之
船
長
は
じ
め

乗
組
員
十
九
名
と
、
宮
城

県
水
産
高
校
本
科
機
関
工

学
類
型
一
八
名
、
同
校
専

攻
科
九
名
、
気
仙
沼
向
洋

高
校
専
攻
科
二
名
の
実
習

生
も
同
船
し
た
。 

す
で
に
実
習
達
は
、
十
月

三
十
日(

土)

に
乗
船
し
、
国

内
で
の
停
泊
実
習
を
行
い

十
一
月
一
二
日
（
金
）
か

ら
十
二
月
二
十
二
日(

火)

ま

で
の
五
十
五
日
間
の
航
海

実
習
を
行
う
。 

船
体
は
ゆ
っ
く
り
と
岸

壁
を
離
れ
、
汽
笛
を
鳴
ら
し

方
向
変
換
し
て
、
漁
場
へ
旅

立
っ
て
い
っ
た
。 

 
実
習
日
程
は
、
二
十
一
日

(

日)
か
ら
ま
ぐ
ろ
延
縄
実
習

を
行
い
、
一
二
月
三
日(

金)

ま
で
行
い
、
鹿
児
島
港
に
寄

港
。
食
料
等
の
補
給
を
行

い
、
十
二
月
二
十
日(
月)
に

気
仙
沼
港
に
入
港
し
、
水
揚

げ
を
予
定
し
て
い
る
。
二
十

二
日(

水)

に
新
船
の
進
水
式
を

行
い
、
気
仙
沼
港
を
出
港
し
、

二
十
三
日(

木)

、
に
石
巻
港
へ

帰
港
、
下
船
式
を
行
い
実
習
は

終
了
す
る
。
今
年
度
は
こ
れ
ま

２
ト
ン
弱
の
水
揚
げ
。
以
前
は

県
内
の
生
協
や
ホ
テ
ル
白
萩

で
提
供
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の

方
に
「
味
し
い
」
と
評
判
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
方
に
食
し
て
頂
き
、
学
校
や

実
習
船
を
知
っ
て
頂
き
た
い
。 

 

 

第
３
次
航
海
に
乗
船
し
て

い
る
指
導
教
官
は
、
三
浦
嘉

彦
先
生
（
水
産
高
校
）、
外
村

直
也
先
生
（
水
産
高
校
）、
千

葉
久
人
先
生
（
気
仙
沼
向

洋
高
校
）
が
乗
船
し
、
航

海
中
の
実
習
・
座
学
及
び

生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。 

 

航
海
中
は
、
実
習
生
と

寝
食
を
共
に
し
、
実
習
生

は
指
導
教
官
や
乗
組
員

と
交
流
を
深
め
る
職
業

観
や
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
の

教
官
で
す
。
学
校
で
の
学

習
も
大
切
で
す
が
、
洋
上

で
の
学
び
は
よ
り
実
践

的
で
学
習
効
率
の
向
上

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 
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第３次

航海 

特集号 

4頁建 

令
和
３
年
十
一
月
八
日
に
石
巻
新
漁
港
に
て
長
期
乗
船
実
習
乗
船
式
が
行
わ
れ
た
。
水
産
高
校
生
徒
や
保
護
者
・

学
校
関
係
者
ら
が
、
航
海
安
全
を
願
っ
て
見
送
っ
た
。
海
洋
総
合
実
習
船
「
宮
城
丸
」
は
、（
株
）
ヤ
マ
ニ
シ
で
建

造
し
平
成
十
四
年
三
月
に
竣
工
。
総
ト
ン
数
六
五
〇
ト
ン
同
校
で
の
実
習
船
と
し
て
は
今
回
が
最
後
の
航
海
と
な

り
、
来
年
か
ら
は
新
造
船
宮
城
丸(

六
九
九
ト
ン)

に
代
わ
る 

Departure 
 

海
洋
総
合
実
習
船
宮
城
丸
第
３
次
航
海
実
習 

６
代
目
宮
城
丸
と
し
て
最
後
の
出
港 

晴天に恵まれ，石巻新漁港を出港する宮城丸 

 

洋
上
で
の
実
習
（
延
縄
準
備
・
天
測
） 

 

〜
専
攻
科
生
が
本
科
お
手
本
〜 

上：天測実習  下：まぐろ延縄準備 

編
集
者
ひ
と
り
言 

指
導
教
官
紹
介 

左：三浦教官，中：千葉教官・右：外村教官   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
に

よ
り
航
海
実
習
計
画

が
大
幅
に
変
更
さ
れ

て
２
年
目
に
な
る
。

「
新
し
い
生
活
様

式
」
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
船
内
で
の
対

応
も
消
毒
・
換
気
は

も
と
よ
り
健
康
観
察

を
重
要
視
し
行
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で

長
期
間
家
族
と
離
れ

て
暮
ら
し
た
こ
と
が

初
め
て
の
実
習
生
に

と
っ
て
は
「
不
安
」

等
も
健
康
管
理
の
一

つ
。
新
船
で
は
、
各

部
屋
で
空
調
管
理
が

で
き
、
通
信
環
境
が

整
う
こ
と
に
よ
り
陸

上
と
連
絡
が
容
易
に

取
れ
る
よ
う
に
な

る
。
船
も
「
新
し
い

実
習
様
式
」
に
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
是

非
多
く
の
子
供
達
に

乗
船
し
て
も
ら
い
た

い
。 

 

 

洋
上
で
は
、
多
く
の
実
習

が
行
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
位

置
を
知
る
天
測
や
、
ま
ぐ
ろ

延
縄
実
習
の
準
備
等
が
行
わ

れ
、
担
当
す
る
業
務
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
実
習

の
経
験
豊
富
な
専
攻
科
生

は
「
お
兄
さ
ん
」
の
よ
う
な

存
在
。
自
分
の
経
験
も
含
め

本
科
生
に
教
え
る
場
面
も

あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

実
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 


